
(57)【要約】

【課題】位置調整を行うことなくセンサを組み付けなが

らも電子内視鏡のコネクタ部におけるロック状態を確実

に検出する。

【解決手段】電子内視鏡装置のプロセッサに固定された

支持円筒部１２に第２の回転円筒部１４と一体的な第１

の回転円筒部を回転自在に嵌め合わせる。プロセッサ側

のコネクタ１０にスコープ側のコネクタ（図示せず）を

装着する。その後、第２の回転円筒部１４に設けられた

レバー１４ａの回転操作により第２の回転円筒部１４を

回転し、スコープ側のコネクタをプロセッサ側のコネク

タ１０に固定する。筐体１６に摺動プレート１８を直動

自在（Ｂ方向）に装置し、第１の回転円筒部に設けたエ

ッジに摺動プレート１８を係合させる。レバー１４ａの

回転操作に連動して摺動プレート１８を直動させ、レバ

ー１４ａの回転操作におけるコネクタ固定位置に対応す

る位置に摺動プレート１８が達したことをセンサで検出

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 に お け る ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ を 着 脱 自 在 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 装
置 で あ っ て 、
　 プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ に 装 着 さ れ た ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ を 回 転 動 作 に よ り 前 記 プ ロ
セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ に 固 定 す る 回 転 円 筒 部 と 、
　 前 記 回 転 円 筒 部 の 回 転 に 連 動 し て 接 線 方 向 に 直 動 す る 直 動 部 材 と 、
　 前 記 直 動 部 材 が 所 定 位 置 に 達 し た こ と を 検 出 す る セ ン サ と を 備 え 、
　 前 記 所 定 位 置 が 前 記 コ ネ ク タ 同 士 が 前 記 回 転 円 筒 部 に よ り 固 定 さ れ る 固 定 位 置 に 対 応 す
る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 セ ン サ が 非 接 触 式 の セ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 円 筒 部 が 前 記 直 動 部 材 と 直 接 係 合 す る 係 合 部 を 備 え 、 前 記 直 動 部 材 が 付 勢 手 段
に よ り 、 前 記 係 合 部 に 当 て 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 同 士 が 前 記 回 転 円 筒 部 に よ り 固 定 さ れ る 前 記 固 定 位 置 か ら 前 記 ス コ ー プ 側
の コ ネ ク タ を 装 着 す る 際 の 初 期 位 置 に 向 け て 前 記 回 転 円 筒 部 を 回 転 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス コ ー プ を プ ロ セ ッ サ に 着 脱 す る た め の コ ネ ク タ 部 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 体 内 な ど の 管 腔 に 挿 入 さ れ る ス コ ー プ は 、 一 般 に ス コ ー プ か ら の
映 像 信 号 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ と は 別 体 と し て 構 成 さ れ 、 ス コ ー プ は プ ロ セ ッ サ に 着 脱 自
在 に 構 成 さ れ る 。 ス コ ー プ の プ ロ セ ッ サ へ の 装 着 で は 、 ス コ ー プ 側 の 円 筒 コ ネ ク タ を プ ロ
セ ッ サ 側 の 円 筒 コ ネ ク タ に 挿 入 し 、 プ ロ セ ッ サ 側 円 筒 コ ネ ク タ に 設 け ら れ た ロ ッ ク レ バ ー
を 円 筒 軸 周 り に 回 転 さ せ 、 例 え ば バ ヨ ネ ッ ト 機 構 に よ り ス コ ー プ 側 円 筒 コ ネ ク タ を プ ロ セ
ッ サ 側 円 筒 コ ネ ク タ に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 プ ロ セ ッ サ と ス コ ー プ 間 の 通 信 は 、 コ ネ ク タ 同 士 が 確 実 に 接 続 さ れ た 後 に 開 始 さ
れ る た め 、 コ ネ ク タ 同 士 が 確 実 に 固 定 さ れ て い る か 否 か の 判 定 す る 必 要 が あ る 。 従 来 こ の
判 定 に は 、 プ ロ セ ッ サ 側 円 筒 コ ネ ク タ の 外 周 に 設 け ら れ た 突 出 部 に 係 合 し 、 プ ロ セ ッ サ 側
円 筒 コ ネ ク タ の 回 転 に 連 動 す る リ ミ ッ ト ス イ ッ チ か ら の 信 号 に 基 づ い て 行 わ れ て い る 。 （
特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ １ １ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の 構 成 で は 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ を コ ネ ク タ 部 の 円 弧 運 動 に 直 接 連 動 さ せ て
い る た め 、 組 立 時 に リ ミ ッ ト ス イ ッ チ の 位 置 の 微 調 整 を す る 必 要 が あ っ た 。 特 に 、 回 転 操
作 さ れ る 円 筒 コ ネ ク タ は 公 差 が 大 き く 取 ら れ て い る た め 、 が た つ き が あ り リ ミ ッ ト ス イ ッ
チ の 位 置 調 整 が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 位 置 調 整 を 行 う こ と な く セ ン サ を 組 み 付 け な が ら も 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部
に お け る ロ ッ ク 状 態 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 を 提 供 す る
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こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ネ ク タ 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 に お け る ス コ ー プ と プ ロ セ
ッ サ を 着 脱 自 在 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 装 置 で あ っ て 、 プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ に 装 着
さ れ た ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ を 回 転 動 作 に よ り プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ に 固 定 す る 回 転 円
筒 部 と 、 回 転 円 筒 部 の 回 転 に 連 動 し て 接 線 方 向 に 直 動 す る 直 動 部 材 と 、 直 動 部 材 が 所 定 位
置 に 達 し た こ と を 検 出 す る セ ン サ と を 備 え 、 所 定 位 置 は コ ネ ク タ 同 士 が 回 転 円 筒 部 に よ り
固 定 さ れ る 固 定 位 置 に 対 応 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば セ ン サ は 非 接 触 式 の エ リ ア セ ン サ で あ る 。 ま た 、 回 転 円 筒 部 は 直 動 部 材 と 直 接 係
合 す る 係 合 部 を 備 え 、 直 動 部 材 は 付 勢 手 段 に よ り 係 合 部 に 当 て 付 け ら れ る 。 更 に コ ネ ク タ
装 置 は 、 コ ネ ク タ 同 士 が 回 転 円 筒 部 に よ り 固 定 さ れ る 固 定 位 置 か ら ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ
を 装 着 す る 際 の 初 期 位 置 に 向 け て 回 転 円 筒 部 を 回 転 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま
し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 位 置 調 整 を 行 う こ と な く セ ン サ を 組 み 付
け な が ら も 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 に お け る ロ ッ ク 状 態 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ １ ０ の 正 面 図 で あ る 。 ま た 図 ２ は 、 コ ネ
ク タ １ ０ の 側 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ に は 、 断 面 に は 存 在 し な い 部 材 も 図 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 プ ロ セ ッ サ に 設 け ら れ た コ ネ ク タ １ ０ の 中 央 に は 、 ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ に 設 け ら れ た
多 数 の 端 子 （ 図 示 せ ず ） が 嵌 め 込 ま れ る 円 筒 形 の ソ ケ ッ ト 部 １ １ が 設 け ら れ る （ 図 １ に の
み 図 示 ） 。 ソ ケ ッ ト 部 １ １ の 端 面 に は 、 多 数 の 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 各 孔 に は ス コ ー プ 側
コ ネ ク タ の 端 子 が 各 々 挿 入 さ れ る 。 ソ ケ ッ ト 部 １ １ の 周 囲 に は 、 同 軸 的 に 支 持 円 筒 部 １ ２
が 配 置 さ れ 、 支 持 円 筒 部 １ ２ の 先 端 は 径 方 向 外 側 に 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 １ ２ ａ を 備 え る 。
支 持 円 筒 部 １ ２ の 基 端 部 は プ ロ セ ッ サ の 筐 体 １ ６ 内 に 延 出 し 、 図 示 し な い 支 持 部 材 を 介 し
て 筐 体 １ ６ に 保 持 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 支 持 円 筒 部 １ ２ の 外 周 面 に は 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ が 嵌 合 さ れ 支 持 円 筒 部 １ ２ に よ っ て
回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 。 ま た 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ の 外 周 面 に は レ バ ー １ ４ ａ を 備 え た
第 ２ の 回 転 円 筒 部 １ ４ が 嵌 合 さ れ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 回 転 円 筒 部 １ ３ 、 １ ４ は 一 体 的 に
嵌 め 合 わ さ れ て お り 、 レ バ ー １ ４ ａ の 回 転 操 作 （ 図 １ の 符 号 Ａ ） に よ り 第 １ お よ び 第 ２ の
回 転 円 筒 部 １ ３ は 、 支 持 円 筒 部 １ ２ の 周 り に 一 体 的 に 回 転 可 能 で あ る 。 な お 、 第 １ の 回 転
円 筒 部 １ ３ の 端 面 と フ ラ ン ジ 部 １ ２ ａ と の 間 に は 摺 動 部 材 １ ５ が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 部 １ ２ ａ に は 例 え ば ３ つ の 切 り 欠 き 部 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 切 り 欠 き
部 １ ２ ｂ に は 、 ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ に 設 け ら れ た 爪 部 （ 図 示 せ ず ） が 挿 入 さ れ る 。 す な
わ ち 、 レ バ ー １ ４ ａ の 図 １ に お け る Ａ 方 向 へ の 回 転 操 作 に 連 動 し 、 爪 部 が フ ラ ン ジ 部 １ ２
ａ と 係 合 さ れ 、 バ ヨ ネ ッ ト 機 構 に よ り ス コ ー プ 側 の コ ネ ク タ が プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ １
０ に 確 実 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 図 １ に は 、 レ バ ー １ ４ ａ の 初 期 位 置 が 実 線 で 示 さ れ 、 コ ネ ク タ が 固 定 さ れ る と き
の 固 定 位 置 が ２ 点 鎖 線 で 描 か れ て い る 。 ま た 固 定 位 置 に お い て は 、 図 示 し な い プ ラ ン ジ ャ
機 構 に よ り 、 第 １ お よ び 第 ２ の 回 転 円 筒 部 １ ３ 、 １ ４ の 位 置 が 保 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 筐 体 １ ６ に お い て 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ の 基 端 側 の 端 面 １ ３ ａ に 対 応 す る 位 置 に は 、
係 止 部 材 と し て の ビ ス １ ７ が 突 設 さ れ て お り 、 端 面 １ ３ ａ に は 、 図 １ に お け る θ の 範 囲 で
ビ ス １ ７ に 端 面 １ ３ ａ が 接 触 し な い よ う に 円 弧 に 沿 っ て 凹 部 が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 レ
バ ー １ ４ ａ の 回 転 操 作 は 、 凹 部 の エ ッ ジ と ビ ス １ ７ と の 接 触 に よ り そ の 範 囲 が 規 制 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 筐 体 １ ６ の 表 面 に は 、 薄 板 状 の 摺 動 プ レ ー ト （ 直 動 部 材 ） １ ８ が 載 置 さ れ る 。 摺
動 プ レ ー ト １ ８ に は 、 例 え ば ２ つ の ガ イ ド 溝 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ が 設 け ら れ る 。 ガ イ ド 溝 １ ８
ａ 、 １ ８ ｂ に は 筐 体 １ ６ に 螺 着 さ れ た ビ ス １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ が そ れ ぞ れ 貫 挿 さ れ 、 摺 動 プ レ
ー ト １ ８ を ガ イ ド 溝 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ に 沿 っ て 直 動 自 在 （ 図 １ に お け る Ｂ 方 向 ） に 保 持 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 摺 動 プ レ ー ト １ ８ に は 折 曲 部 １ ８ ｃ 、 １ ８ ｄ が 設 け ら れ る 。 折 曲 部 １ ８ ｃ は 、 第 １ の 回
転 円 筒 部 １ ３ 方 向 に 向 け て 折 り 曲 げ ら れ 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ の 基 端 側 の 端 面 １ ３ ａ に
設 け ら れ た 凹 部 の 内 側 に 延 出 す る 。 一 方 、 折 曲 部 １ ８ ｄ は 筐 体 １ ６ の 内 部 方 向 へ と 折 り 曲
げ ら れ る 。 ま た 、 折 曲 部 １ ８ ｄ の 面 は ガ イ ド 溝 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 軸 線 方 向 に 平 行 に 配 置 さ
れ 、 折 曲 部 １ ８ ｄ の 面 は こ れ と 直 交 す る 方 向 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 レ バ ー １ ４ ａ が 初 期 位 置 か ら Ａ 方 向 に 回 転 操 作 さ れ 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ が 図 １ に お
い て 時 計 回 り に 回 転 さ れ る と 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ の 基 端 側 の 端 面 １ ３ ａ に 設 け ら れ た
凹 部 の 一 方 の エ ッ ジ が 折 曲 部 １ ８ ｃ と 係 合 し 、 摺 動 プ レ ー ト １ ８ は 図 １ に お い て 、 ガ イ ド
溝 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ に 沿 っ て 斜 め 上 方 向 に 押 し 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 図 １ に は レ バ ー １ ４ ａ が 初 期 位 置 に あ る と き の 摺 動 プ レ ー ト １ ８ の 初 期 位 置 が 実
線 で 描 か れ 、 レ バ ー １ ４ ａ が 固 定 位 置 ま で 回 転 さ れ た と き の 摺 動 プ レ ー ト １ ８ の 固 定 位 置
が ２ 点 鎖 線 で 描 か れ て い る 。 ま た 、 凹 部 の エ ッ ジ と 折 曲 部 １ ８ ｃ と の 係 合 位 置 に お け る 摺
動 プ レ ー ト １ ８ の 直 動 方 向 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 回 転 円 筒 部 １ ３ 、 １ ４ に 関 す る 軸 心 周 り
の １ つ の 円 弧 の 接 線 方 向 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ お よ び 摺 動 プ レ ー ト １ ８ に は 、 付 勢 部 材 ２ ０ 、 ２ １ が 設 け ら れ て
お り 、 そ れ ぞ れ 固 定 位 置 か ら 初 期 位 置 へ と 戻 る 方 向 に 付 勢 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ の 回 転
円 筒 部 １ ３ は 、 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ２ ０ に よ り Ａ 方 向 と は 逆 向 き （ 図 １ の 反 時 計 回 り ）
に 回 転 付 勢 さ れ 、 摺 動 プ レ ー ト １ ８ は ス プ リ ン グ ２ １ に よ り Ｂ 方 向 に 沿 っ て 斜 め 下 向 き （
図 １ に お い て ） 付 勢 さ れ 、 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ の 基 端 側 の 端 面 １ ３ ａ に 設 け ら れ た 凹 部
の 一 方 の エ ッ ジ に 当 て 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ２ ０ の 一 端 ２ ０ ａ は 第 １ の 回 転 円 筒 部 １ ３ に 係 合 し 、 他 端
２ ０ ｂ は 図 示 し な い 支 持 部 材 を 介 し て 筐 体 １ ６ に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 ス プ リ ン グ ２ １ の 一
端 は ２ １ ａ は 折 曲 部 １ ８ ｄ に 取 り 付 け ら れ 、 他 端 ２ １ ｂ は 筐 体 １ ６ に 固 定 さ れ た 支 持 部 材
２ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 図 ２ 、 ３ を 参 照 し て レ バ ー １ ４ ａ が 固 定 位 置 ま で 回 転 さ れ た か 否 か を 検 出 す る た め
の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 な お 図 ３ は 、 筐 体 １ ６ と 摺 動 プ レ ー ト １ ８ と セ ン サ ２ ３ の 位 置
関 係 の み を 図 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 筐 体 １ ６ 内 に は 例 え ば セ ン サ ２ ３ と し て 非 接 触 式 の エ リ ア
セ ン サ の １ つ で あ る フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ が 配 置 さ れ る 。 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ２ ３ は 、 光 が
摺 動 プ レ ー ト １ ８ の 直 動 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 照 射 さ れ 、 摺 動 プ レ ー ト １ ８ が 直 動 す る と
き に 折 曲 部 １ ８ ｄ が フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ２ ３ の 光 源 部 と 受 光 部 と の 間 を 横 切 れ る よ う に 配

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-301092 A 2007.11.22



置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 折 曲 部 １ ８ ｄ は 摺 動 プ レ ー ト １ ８ が 初 期 位 置 に あ る と き に は フ ォ ト イ ン タ ラ
プ タ ２ ３ の 光 を 遮 ら な い 位 置 に あ り 、 レ バ ー １ ４ ａ が 回 転 操 作 さ れ 摺 動 プ レ ー ト １ ８ が 固
定 位 置 に 達 し た と き に 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ２ ３ の 光 源 部 か ら 受 光 部 の 間 に 挿 入 さ れ て 光
を 遮 る 。 こ れ に よ り 、 レ バ ー １ ４ ａ が 固 定 位 置 ま で 回 転 さ れ た こ と が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ バ ー の 回 転 運 動 に 連 動 す る 摺 動 プ レ ー ト の 直 線
運 動 に お け る 位 置 を 検 出 す る こ と に よ り レ バ ー が 固 定 位 置 に 達 し た か 否 か が 判 定 さ れ る の
で 、 よ り 確 実 に コ ネ ク タ 部 の ロ ッ ク 状 態 を 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 回 転 部 の 公 差 に
よ る が た つ き の 影 響 も 軽 減 さ れ る た め 、 組 み 付 け 時 に セ ン サ の 位 置 の 微 調 整 を 行 わ な く と
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の プ ロ セ ッ サ 側 の コ ネ ク タ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ネ ク タ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 筐 体 と 摺 動 プ レ ー ト と セ ン サ の 位 置 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ
　 １ ２ 　 支 持 円 筒 部
　 １ ３ 　 第 １ の 回 転 円 筒 部
　 １ ４ 　 第 ２ の 回 転 円 筒 部
　 １ ４ ａ 　 レ バ ー
　 １ ６ 　 筐 体
　 １ ８ 　 摺 動 プ レ ー ト
　 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 　 ガ イ ド 溝
　 １ ８ ｃ 、 １ ８ ｄ 　 折 曲 部
　 ２ ０ 　 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ
　 ２ １ 　 ス プ リ ン グ
　 ２ ３ 　 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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接器10上。滑板18以可直接移动（沿方向B）的方式连接到壳体16，并
且滑板18与附接到第一旋转筒部分的边缘接合。使滑动板18与杆14a的
旋转操作互锁地直接移动，并且通过传感器检测滑动板18到达与杆14a的
旋转操作中的连接器固定位置相对应的位置。Ž
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